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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本自動認識システム協会(JAISA)

／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日

本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO/IEC 15419:2001，Information 

technology－Automatic identification and data capture techniques－Bar code digital imaging and printing 

performance testing を基礎として用いた。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 

JIS X 0523 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（規定）試験配置 

附属書 B（規定）設置及び操作に関する一般要件 

附属書 C（参考）保守及び消耗品 

附属書 D（参考）ソフトウエアの分類 

附属書 E（参考）画像化装置の分類 

附属書 F（参考）プログラム例 

附属書 G（参考）バーコード生成ソフトウエアの機能 
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日本工業規格          JIS 
 X 0523：2007 
 (ISO/IEC 15419：2001) 

バーコードのディジタル方式画像化及び 
印刷性能試験 

Information technology-Automatic identification and data capture 
techniques-Bar code digital imaging and printing performance testing 

 
序文 この規格は，2001 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 15419，Information technology－Automatic 

identification and data capture techniques－Bar code digital imaging and printing performance testing を翻訳し，技

術的内容及び規格票の様式を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある“参考”は，原国際規格にはない事項である。 

 

1. 適用範囲 この規格では，バーコードのディジタル方式画像化システムの特性及び分類について規定

し，制御が求められる各システムの特性を明らかにして，それらの最小要件を規定する。ここでは，これ

らの特性がこの規格に適合しているのかを評価するための試験方法についても規定する。この規格は，バ

ーコードシンボルの品質を評価する方法について規定した JIS X 0520 などの規格と併せて用いる。この規

格は，ISO/IEC 15421 の適用範囲にあるバーコードマスタに適用しない。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO/IEC 15419，Information technology－Automatic identification and data capture techniques－Bar 

code digital imaging and printing performance testing (IDT) 

参考 この規格は，基本的に基材が紙のものに印刷する場合を対象とするが，紙質については印刷さ

れたバーコードシンボルを評価することによって間接的に規定する。リライト紙及びカードの

材質であるプラスチックなどに印刷する場合もこの規格を適用することが望ましい。 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。ただし，この規格に基づいた取決めを

する関係者は，引用規格の最新版の適用について検討することが望ましい。現在有効な国際規格は，ISO

及び IEC が管理している。 

JIS X 0504 バーコードシンボル－コード 128－基本仕様 

備考 ISO/IEC 15417 Information technology－Automatic identification and data capture techniques－

Bar code symbology specification－Code 128 が，この規格と一致している。 

JIS X 0507 バーコードシンボル－EAN/UPC－基本仕様 

備考 ISO/IEC 15420 Information technology－Automatic identification and data capture techniques－

Bar code symbology specification－EAN/UPC が，この規格と一致している。 


